






型番 素子 Ｓ Ｅ 横 縦 Ｈ×Ｖ Ｌ Ｖ 冷 Ｔｐ

A001 Hamamatsu 200 1050 2048 1 14×200 28.8 0.2 No CCD
A002 Hamamatsu 200 1050 2048 16 14×224 28.6 0.2 No CCD
A003 Hamamatsu 200 1100 1024 1 25×2500 25.6 2.5 No PDA
A004 Hamamatsu 200 1100 2048 64 14×14 28.6 0.89 No CCD
A005 Hamamatsu 200 1100 2048 122 12×12 24.5 1.5 No CCD
A006 Hamamatsu 200 1100 2048 122 12×12 24.5 1.5 Yes CCD
A007 Hamamatsu 200 1100 1024 122 12×12 12.3 1.5 No CCD
A008 Hamamatsu 200 1100 1024 122 12×12 12.3 1.5 Yes CCD
A009 Hamamatsu 200 1100 2048 256 12×12 24.5 3 No CCD
A010 Hamamatsu 200 1100 2048 256 12×12 24.5 3 Yes CCD
A011 Hamamatsu 200 1100 1024 256 12×12 12.3 3 No CCD
A012 Hamamatsu 200 1100 1024 256 12×12 12.3 3 Yes CCD
A013 Hamamatsu 900 1670 256 1 50×250 12.8 0.25 No InGaAs
A014 Hamamatsu 900 1700 256 1 50×250 12.8 0.25 Yes InGaAs
A015 Hamamatsu 900 1670 256 1 50×500 12.8 0.5 No InGaAs
A016 Hamamatsu 900 1700 256 1 50×500 12.8 0.5 Yes InGaAs
A017 Hamamatsu 900 1670 512 1 25×250 12.8 0.25 No InGaAs
A018 Hamamatsu 900 1700 512 1 25×250 12.8 0.25 Yes InGaAs
A019 Hamamatsu 900 1670 512 1 25×500 12.8 0.5 No InGaAs
A020 Hamamatsu 900 1700 512 1 25×500 12.8 0.5 Yes InGaAs
A021 Hamamatsu 900 2050 256 1 50×250 12.8 0.25 Yes InGaAs
A022 Hamamatsu 900 2250 256 1 50×250 12.8 0.25 Yes InGaAs
A023 Hamamatsu 900 2500 256 1 50×250 12.8 0.25 Yes InGaAs
A024 特注素子 - - - - - - - - -

★（Ａ）検出素子選択

Ａ００１～Ａ０２４の中から使用素子を選択してください。

(注 1)素子 素子メーカ

(注 2)Ｓ 利用可能短波長

(注 3)Ｅ 利用可能長波長

(注 4)横 横素子数

(注 5)縦 縦素子数

(注 6)Ｈ×Ｖ 横×縦長さ（μｍ）

(注 7)Ｌ 素子全体長さ（ｍｍ）

(注 8)Ｖ 素子全体高さ（ｍｍ）

(注 9)冷 冷却あり／なし

(注 10)Tp 素子タイプ

★（Ｂ）波長範囲選択

（Ａ）の素子選択で選択した素子の波長範囲内で希望波長領域を選択します。

（例）Ｂ４００－７００ ４００nm から７００nm を素子の長さの中に利用します。

（例）Ｂ３００－１０００ ３００nm から１０００nm を素子の長さの中に利用します。

（注意）選ばれた範囲よりも実際は最大で２～１０％程度広く設定されます。

（注意）波長を広く取りすぎますと分解能が悪くなります。分解能はスリット幅にも影響されます。

★（Ｃ）スリット選択

入射スリットを設定します。

５、１０、２５、５０、７５、１００、２００、５００、１０００μｍより選択。

入射コネクタを同時に選択します

-ＴＰ１（ＳＭＡコネクタ）-ＴＰ２（ＦＣコネクタ）-ＴＰ３（ＳＵＳスリーブ）

　選択標準記号：-ＶＳ 　交換式スリットにする場合に付加してください。

（例）Ｃ-ＴＰ１-１００ SMA コネクタで１００μｍスリットを利用します。

（例）Ｃ-ＴＰ３－ＶＳ５０－ＶＳ１００－ＶＳ２００ ＳＵＳスリーブアダプタで５０、１００、２

００μｍスリットを交換式にて利用します。

★（Ｄ）光ファイバ選択

ファイバ長さをｍｍ単位で設定します。

選択標準記号：-ＴＰ１（ＳＭＡコネクタ）-ＴＰ２（ＦＣコネクタ）-ＴＰ３（φ6.4mm,SUSスリーブ）

入射側と出射側で設定します。

（例）Ｄ-ＴＰ１‐ＴＰ１-２０００ 入射 SMA-出射 SMA コネクタで２ｍファイバを利用します。

（例）Ｄ-ＴＰ１‐ＴＰ３-３０００ 入射 SMA-出射 SUS スリーブで３ｍファイバを利用します。

★（Ｅ）シャッター/ポインタ光源内蔵の有無
分光器内部にシャッターを設置できます。

シャッター機能により暗電流測定が簡単になります。
ポインタ光内蔵で顕微鏡測定時位置の確認が容易になります。

選択標準記号：
-
SH(シャッター内蔵)　PT(ポインタ光内蔵)

★（Ｆ）光源内蔵の有無

分光器ユニット内部に透過率、反射率、蛍光用

の重水素ランプ（D2）、ハロゲンランプを内蔵できます。

選択標準記号：-LPD2（重水素ランプ）,LPW（ハロゲンランプ）,LPWD2(ハロゲン+重水素）

SA-100は以下のオプション記号の組み合わせで商品内容が決定されます。

ＰＣのＵＳＢポートより電源を供給します。
※ 標準にて光ファイバは付属いたしません

SA-100/A001もしくはSA-100/A002と光源部を同一ケースに収納しました。
SA-100/A001/LPW   (ハロゲンランプ内蔵)
SA-100/A001/LPWD2 (ハロゲンランプ＋Ｄ２（重水素）)
より選択できます。
専用の吸光度セルホルダにて簡単に吸光分光スペクトルや反射スペクトル
が測定できます。

SA-100/A001-002 200nm～1050nmまでの広範囲

● 200nm～1050nmの間で波長範囲を選択いただけます。
● スリット幅をお選びいただけます。
 (10,25,50,100,200,300µm　標準＝50µm)

SA-100/A001-002/LPW 光源内臓の優れものです

低価格

低価格

  　　　   SA-100/A004-012高感度／高性能

背面照射型のＣＣＤ素子を使用しております。
冷却付き選択の場合は-２５度Ｃでの冷却により非常に高感度です。

＜アプリケーション＞
ラマン分光 / フォトルミネッセンス（ＰＬ）/　ルビー蛍光圧力モニタ
微小領域顕微分光測定　など様々な用途に利用できます。


